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い っ し ょ に 考 え て み ま せ ん か？

こ れ か ら の こ と。

　　　　　　　  の こ と。「認 知 症」

サービス提供時間

※ 12/30 ～ 1/3 はお休みです。
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住所・地図

明日も楽しみだと思う
「暮らし」を応援しています。
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ご本人の意志で OASIS に足を運んで頂きたい。
「ここに来ればわかってくれる」そういう場所
でありたいと、私たちは考えています。
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誰にでも起こり得る「認知症」

認知症
予備軍

※出典：厚生労働科学研究費補助金 認知症対策総合研究事業
「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」

２０２５年には６５歳以上の５人に１人が認知症を発
症するという推計があります。 国内の認知症高齢者は６
７５～７５０万人に増加し、その後も増加が続く見込
みです。超高齢社会である日本において、認知症は他
人事ではなくなりました。

※

早期の発見と対応が大切です。

P��nt こんなメリットがあります。

意思を尊重してくれる専門的な協力者が得られる。
認知症に対する理解を深める時間的な余裕ができる。
自立した生活を長く続けられる。

check 心当たりがあれば、ご相談ください。

約束を忘れてしまう。
道に迷う。
物事をうまく進められない。

認知症の相談機関とのパイプ役に。

認知症ケアに関するご相談に応じます。
OASIS

なら、

OASISだから、
できること01

知識・経験豊かなスタッフがいるから、
安心して任せられる。

チームでサポート

全スタッフが自治体で実施している認知症介護研修を修了しています。
認知症ケアに特化した専門資格を持つスタッフを中心に、事例研究・
症例検討を行い、新しい技術や知識の蓄積を常に行っています。

認知症ケア上級専門士

認知症ケア専門士

作業療法士

一般介護スタッフ

医師

看護師

栄養士

病院スタッフとも連携しています

「認知症ケア専門士」とは、

一般社団法人日本認知症ケア学会が認定する更新
制の資格です。
認知症ケアに対する学識と高度な技能、倫理観を
備えた専門技術士として認定されています。
ご本人・ご家族に対して、高い知識と技能に基づ
くサービスを提供します。

安心して、
頼って下さい！

ご本人ペースの時間配分

ご自身のペースであわてずにお出
かけ準備をして欲しいから、他施
設に比べると遅めのお迎えです。
こまめな小休憩は、次に控えるプ
ログラムまでに気持ちを整える時
間として設けています。

日常会話を工夫しています

最近のニュースからご自身の思い
出まで幅広く話題を提案。会話を
楽しむことで認知機能のトレーニ
ングとなり、綿密なコミュニケー
ションで場に対する「安心感」を
育めるように工夫しています。

プライバシーに配慮した入浴

ご自身のタイミングで OK ！
お一人ずつの入浴も可能です。
プライバシーに配慮した入浴介助
を行います。

意思が尊重されるから、安心で楽しい。
私たちは「待つこと」でご本人の尊厳を守り、自立を支えます。

02安心と自由がある

10:00 お迎え

10:30 到着

・朝の会
・体操
・小休憩

12:00 昼食

・小休憩

14:30 きぼうプラン

・おやつ

16:30 ご帰宅

03やりたいことができる工夫

安心して暮らす実践「きぼうプラン」
当たり前に暮らす工夫を一緒に考えて、実践するプランです。

普段、親しみ慣れている趣味から新しい挑戦まで、
達成するまでの工程を分解しながら、

一つ一つ一緒に取り組みます。

指先
や体を動かして、

工程
を一
つずつクリアして、 協力

者が見つかるから、

心身機能の維持・強化 幸福感、自尊心の向上 社会とのつながりを継続


